
令和６年度 内子高等学校 シラバス 

教 科 国語 科 目 国語表現 単位数 ２単位 学 年 ３学年 

教科書 国語表現(大修館書店) 副教材等   

１ 学習の目標 

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深める
ことができる。 

・深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。 

・言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担
い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

２ 学習の内容 

学期 単元・項目 学習の内容 備考 

第 
１ 
学 
期 

第１部 表現力を養う 
 ４ 自己ＰＲと面接 
  レッスン１ 自分を見つめて 
 
  レッスン２ 効果的な自己ＰＲ 
 
  レッスン３ 将来の自分を考えよう 
 
  レッスン４ 志望理由書を書こう 
 

 
 
・経験から得たことや学んだこと、自分の長所な
どを考えます。 

・自分の特徴を端的に表現した、印象に残る自己
ＰＲの原稿を書きます。 

・就きたい職業に就くために必要なことを調べま
す。 

・調べたこと、やりたいこと、自己ＰＲの三つを
結び付け、説得力のある志望理由書を書きま
す。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
期末考査 

第 
２ 
学 
期 

レッスン６ 面接にチャレンジ 
 
  レッスン７ グループディスカッション

をしよう 
 ５ メディアを駆使する 
  レッスン１ 通信文をかき分ける 
   

レッスン２ 電話を使いこなす 
   

レッスン３ 電子メールを活用しよう 
   

レッスン４ ネット社会との付き合い方 
 
  レッスン５ ネットを活用した情報収集 
 
  レッスン６ メディアと情報 

・適切な言葉遣いや態度で面接の受け答えをしま
す。 

・積極的に話し合いに参加し、話し合いに貢献し
ます。 

 
・様々な通信文の形式を理解します。 
 
・初対面や目上の相手に対する電話での話し方を
理解します。 

・電子メールの特徴を知り、活用方法や留意点を
理解します。 

・ネットを用いたコミュニケーションの特徴と使
用する上での留意点を理解します。 

・インターネットでの情報の検索の仕方と、その
注意点について理解します。 

・情報が編集されていることを理解します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

期末考査 

第 
３ 
学 
期 

６ 会話・議論・発表 
 レッスン１ 相手や場面に応じた会話 
  
レッスン２ 建設的な議論の進め方 
 
レッスン３ スピーチをしよう 
 
レッスン４ プレゼンテーションの工夫 

 

 
・場面にふさわしい言葉遣いを考えます。 
 
・話し合いに積極的に参加し、結論を出すために
貢献します。 

・話すことの順序を考えて、分かりやすいスピー
チをします。 

・聞き手の興味を引くような工夫をし、分かりや
すく発表します。 

 
 
 
 
 
 
 

学年末考査 

３ 評価の規準 

【知識・技能】 
  生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めている。 

【思考・判断・表現】 
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高

め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。 
【主体的に学習に取り組む態度】 

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。 

 



４ 評価方法 

学期ごとに、上記の評価の規準の３つの観点から、学習活動への取組、定期考査、小テスト、ノート、プリン
ト、レポートについて評価します。また、各学期の評価を総括し、学年末の成績をＡ・Ｂ・Ｃで評価します。 

５ 学習のアドバイス 

・正しい言葉を使ったり文章を作ったりできるようになるため、日頃から読書をすることを心掛けましょう。  
・普段から新聞やテレビ、書籍、インターネット検索など、様々な媒体を用いて情報収集し、周りの人たちと意見を
交換し合ったり、自分の意見をまとめたりする習慣を付けましょう。（面接・小論文・作文） 

・相手との関係を踏まえた適切な言葉遣いに心がけましょう。（面接） 

 


